
日之影町立高巣野小学校
学校だより 第１号

令和年 ４月１０日
〔文責；校長 原口 靖〕

令和２年度の１学期がスタートしました。３月初めから続いていた臨時休業。今後も感
染症の拡大が心配ですが、子どもたちが笑顔で登校し、学校に楽しさと明るさが満ちてい
ました。そして、６日（月）に始業式を行い、３８名の児童が進級して、新しい学年をス
タートさせました。

ご進級・ご入学おめでとうございます！

【始業式の様子】 【入学式後の記念撮影】
今年は、９名の新入生が入学しました。式では元気よく返事をしていました。学級でも

笑顔があふれていて、楽しそうでした。また、２～６年生も新しい友達ができ、うれしそ
うでした。これから勉強や運動、いろいろな活動で全校４７名が仲よくふれあってくれる
ことを期待しています。

この一年間 めあてをもって励みましょう。
この４月に校長として赴任してきました”原口 靖”です。これから子どもたちといっ

しょに学び、励み、高巣野小学校をよりよい学校にしていきたいと思います。よろしくお
願いします。そこで、このようなめあてをもって、指導や支援に取り組んでいきます。

た・・・たくましい体の子
○ 睡眠や朝食をしっかりととり、生活リズムを整える。
○ 運動や外遊びに親しみ、体力の向上を図る。

か・・・かんがえてやりぬく子
○ 授業中にしっかりと思考し、自分の考えをまとめる。
○ １週間に１冊以上を目標に読書に親しむ。

す・・・すなおでやさしい子
○ 「あいさつやお礼」「思いやり」「けじめ」などの行動をきちんとする。
○ ボランティア活動に進んで取り組む。

の・・・のぞみ高く学ぶ子
○ 自分の目標にむかって、何をすべきか考えて行動する。

令和２年度の職員です。１年間よろしくお願いします。
校 長 原 口 靖 ☆ 主 事 戸 高 伊佐子
教 頭 神 園 寛 文 複式解消教員 馬 原 菜津子
１年担任 白 川 秋 子 特別支援教育支援員 甲 斐 寛 子 ☆
２・３年担任 阿 野 亜由美 ☆ 技術員 甲 斐 利 徳
４年担任 長 田 俊 彦 音楽専科 阿 野 興 大
５年担任 長 沼 正 剛 ＡＬＴ クリステン・パーキンス
６年担任 田 中 理 香 ☆ 学習支援担当 甲 斐 藍
養護教諭 高 梨 万理絵 図書活動推進員 木 下 菜 奈

※ 阿野興大先生・クリステン先生・甲斐藍先生・木下先生は他校からの兼務になります。

たかすの



【☆；本年度から高巣野小学校に来ました。】
○ 校 長；原口 靖〔日向市立日知屋東小学校より〕
○ ２ ･ ３ 年 担 任；阿野亜由美〔日之影町立八戸小学校より〕
○ ６ 年 担 任；田中 理香〔日之影町立宮水小学校より〕
○ 特別支援教育支援員；甲斐 寛子〔日之影町立八戸小学校より〕

新任式と始業式での
児童の発表です。
２人とも６年生らし
く堂々としていて、
とてもかっこよかっ
たです。
子どもたちの発表の
素晴らしさに感心し
ました。

【４月の行事予定】
６日（月） 新任式・始業式 ２２日（火） 家庭訪問（深角）
９日（木） 入学式 ２３日（水） １年生を迎える会

１０日（金） １年生給食開始 家庭訪問（松の木・高巣野）
１３日（月） 身体計測（全児童） ２４日（金） 特別校時
１５日（水） 耳鼻科検診（全児童） （集合学習等の打合せ会のため）
１７日（金） 参観日 ２７日（月） 交通安全教室
２１日（火） 家庭訪問（椎谷・中学校兄弟関係） ３０日（木） 読み聞かせ
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